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鈴木 史馬（すずき しば） 
2009 年度 COE フェロー 
連絡先： shiba1031 [at] jcom.home.ne.jp  ※[at]を＠に変えてください。 
 
専攻分野： マクロ経済学、資産価格理論 
研究テーマ： カタストロフィックなリスクの資産価格への影響について 
  内生的不完備市場環境における資産価格、経済厚生 
博士学位請求論文題目：Essays on Asset Prices and Economic Welfare in Endogenous 

Incomplete Market Models 
 
学歴 

2002 年 3 月 慶應義塾大学経済学部卒業, 学士(経済学) 
2002 年 4 月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程入学 
2004 年 3 月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程修了, 修士(経済学) 
2004 年 4 月 一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程入学 
2009 年度  一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程修了, 博士(経済学)取得見込 

 
職歴 

2004 年 5 月～2008 年 3 月   
一橋大学 21 世紀 COE「現代経済システムの規範的評価と社会的選択」RA 

  2004 年 4 月～2004 年 8 月  
一橋大学大学院経済学研究科 TA（上級マクロ経済学担当） 

  2006 年 4 月～2006 年 8 月  
一橋大学大学院経済学研究科 TA（上級マクロ経済学担当） 

2008 年 4 月～2008 年 8 月 
一橋大学大学院経済学研究科 TA（上級マクロ経済学担当） 

  2008 年 10 月～現在 
 一橋大学グローバル COE「社会科学の統計的分析」、COE フェロー 

  2009 年 4 月～現在 
一橋大学大学院経済学研究科 TA（上級マクロ経済学担当） 

 
研究業績 
 ・論文・ディスカッションペーパー等 
（査読付公刊論文） 
  [1]  Suzuki S

  [2] 

. “Real Interest Rate as the Measure of Welfare in the Economy with 
Incentive Constraints”, 2009, Hitotsubashi Journal of Economics, Vol. 50 no. 1, 
pp. 41-50.  
Suzuki, S. “Risks after Disasters: On the Effects of Precautionary Savings on 
Equity Premiums”, 2009, Economics Bulletin, Vol. 29 no.1 pp. 329-338. 

  [3] 鈴木史馬「持続性を持ったカタストロフィックな成長ショックの株式リスク・プレ

ミアムへの影響について」、2009 年、『一橋経済学』、第 3 巻 2 号、21-41 頁． 
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（ディスカッションペーパー等） 

[1] 齊藤誠・鈴木史馬

[2]  Saito, M., 

「カタストロフィックな成長ショックと負の株式リスク・プレミ

アム」, 2009, mimeo.  
S. Suzuki, and T. Yamada. “How are Catastrophic Shocks Shared 

between Countries in the Presence of Solvency Constraints?", COE/RES 
Discussion Paper, No. 219, November 2007. 

 
・学会報告 

  （国際学会報告） 
[1] Suzuki S. “On Effects of Persistent Catastrophic Growth Shocks on Equity 

Premiums”, Asian FA-NFA 2008 International Conference, Yokohama, 
Kanagawa, Japan, July 2008 

[2] Saito, M., S. Suzuki, and T. Yamada. “A Two Country Model with Country 
Specific Catastrophic Shocks in the Presence of Solvency Constraints”, 
Asia-Pacific Economic Association Conference, Seattle, USA, July 2006 

   
（国内学会） 

[1] Saito, M., S. Suzuki, and T. Yamada. “How are Catastrophic Shocks Shared 
between Countries in the Presence of Solvency Constraints?”、GLOPE-TCER 
Joint Junior Workshop早稲田大学、2008 年 2 月 

[2] Suzuki S. “On Effects of Persistent Catastrophic Shocks on Equity Premiums”,
日本ファイナンス学会第 15 回大会、慶應義塾大学、2007 年６月 

[3] Suzuki S. “On Effects of Persistent Catastrophic Shocks on Equity Premiums”,
日本経済学会 2007 年度春季大会、大阪学院大学、2007 年６月 

[4] Suzuki S. “On Effects of Persistent Catastrophic Shocks on Equity Premiums”,
第 2 回若手経済学者のためのマクロ経済学コンファレンス,大阪大学, 2007 年 3 月 

[5] Saito, M., S. Suzuki, and T. Yamada. “A Two Country Model with Country 
Specific Catastrophic Shocks in the Presence of Solvency Constraints”、日本経

済学会 2006 年度秋季大会、大阪市立大学、2006 年 10 月 
[6] Saito, M., S. Suzuki, and T. Yamada. “A Two Country Model with Country 

Specific Catastrophic Shocks in the Presence of Solvency Constraints”, 第１回

若手経済学者のためのマクロ経済学コンファレンス, 大阪大学, 2006 年 2 月 
 
照会先：  齊藤誠（一橋大学大学院経済学研究科教授） 
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